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和歌山県立博物館

明
恵　
生
誕
八
五
〇
年

承
安
三
年
（
一
一
七
三
）、
紀
伊
国
有
田
の

地
に
明
恵
上
人
は
生
ま
れ
ま
し
た
。
明
恵
が
生

ま
れ
て
か
ら
八
五
〇
年
を
迎
え
る
令
和
五
年

（
二
〇
二
三
）
秋
、
和
歌
山
県
立
博
物
館
で
は
、

一
〇
月
一
四
日（
土
）～
一
一
月
二
六
日（
日
）（
期

間
中
に
展
示
替
え
あ
り
）
の
会
期
で
特
別
展
「
紀

州
・
明
恵
上
人
伝
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

本
展
で
は
、
紀
州
に
お
け
る
明
恵
の
足
跡
を
た
ど

り
つ
つ
、
そ
の
生
涯
を
彩
る
芸
術
と
伝
説
を
通
し

て
明
恵
上
人
讃
仰
の
歴
史
を
紐
解
き
ま
す
。

湯
浅
一
族
と
明
恵

明
恵
は
、
当
時
湯
浅
を
本
拠
地
と
し
て
い
た
武

士
・
湯
浅
宗
重
の
四
女
を
母
と
す
る
、
湯
浅
一
族

出
身
の
高
僧
で
す
。
紀
州
で
は
、
湯
浅
（
保
田
）

宗
光
な
ど
の
し
つ
ら
え
た
庵
や
館
を
拠
点
と
し

て
、弟
子
た
ち
と
修
練
の
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

上
人
示
寂
前
年
の
寛
喜
三
年
（
一
二
三
一
）、
明

恵
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
湯
浅
宗
重
は
、
か
つ
て
の

修
行
地
で
あ
る
白
上
峰
の
麓
に
施
無
畏
寺
を
建
立

し
、
明
恵
に
寄
進
し
ま
し
た
。

重
文
・
湯
浅
景
基
寄
進
状

　

施
無
畏
寺
の
四
至
と
領
域
内
で
の
殺
生
禁
断
を

定
め
た
寄
進
状
が
、
同
寺
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

冒
頭
の
自
筆
袖
書
に
よ
り
、
明
恵
本
人
が
病
を
押

し
て
落
慶
供
養
に
訪
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
末
尾

に
は
湯
浅
一
族
の
誓
い
の
連
署
が
見
え
ま
す
。
紙

の
継
ぎ
目
に
書
か
れ
た
裏
花
押
を
含
め
、
最
晩
年

の
上
人
自
筆
で
あ
る
と
と
も
に
、
明
恵
へ
の
崇
敬

の
う
ち
に
結
束
し
た
信
仰
の
武
士
団
・
湯
浅
党
の

あ
り
よ
う
を
、
も
っ
と
も
華
や
か
に
示
す
根
本
資

料
で
す
。

こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
の
内
容
の
寄
進
状
が
大
谷
大

学
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
高

山
寺
の
印
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
明
恵
の
手
元
で

保
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回
、

こ
の
大
谷
大
学
本
と
施
無
畏
寺
本
の
同
時
展
示

を
、
本
展
お
よ
び
大
谷
大
学
博
物
館
特
別
展
「
古

典
籍
の
魅
力　

二
〇
二
三
」（
一
〇
月
一
〇
日（
火
）

～
一
一
月
二
八
日
（
火
））
に
て
計
画
中
で
す
。

大
谷
大
学
本
は
な
ん
と
学
外
初
公
開

と
の
こ
と
、
乞
う
ご
期
待
で
す
。

紀
州
・
明
恵
上
人
伝  

開
催

特
別
展　
生
誕
８
５
０
年

明恵上人像　施無畏寺蔵

裏花押
（紙本墨書置文 施無畏寺蔵）

重要文化財　湯浅景基寄進状　大谷大学博物館蔵

重要文化財　紙本墨書置文　施無畏寺蔵



伝
説
の
舞
台
は
紀
州

京
都
の
神
護
寺
や
高
山
寺
で
の
活
躍
が
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
青
年
の
頃
に
は
幾
度
も
紀
州

へ
戻
っ
て
お
り
、
厳
し
い
修
行
に
臨
ん
で
い
た
と

い
い
ま
す
。
施
無
畏
寺
が
建
立
さ
れ
た
栖
原
の
白

上
峰
は
、
仏
眼
仏
母
の
前
で
自
ら
の
右
耳
を
切
り

文
殊
菩
薩
が
影
向
し
た
と
い
う
、
最
も
印
象
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
の
舞
台
で
す
。
ま
た
釈
迦
を
思
慕
す

る
あ
ま
り
、
天
竺
（
イ
ン
ド
）
へ
の
渡
航
を
決

行
し
よ
う
と
す
る
明
恵
を
引
き
留
め
た
、
春
日
明

神
託
宣
の
伝
承
は
、
湯
浅
宗
光
の
館
（
星
尾
）
で

の
出
来
事
。
一
族
が
目
に
し
た
と
い
う
様
々
な
奇

跡
が
後
の
明
恵
上
人
伝
説
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で

す
。春

日
明
神
を
守
護
神
と
捉
え
た
明
恵
は
、
星
尾

に
お
い
て
、
春
日
・
住
吉
両
明
神
の
像
を
描
か
せ

ま
し
た
。
高
山
寺
に
絵
像
（
南
北
朝
時
代
）
が
伝

来
す
る
ほ
か
、
紀
州
で
は
施
無
畏
寺
に
彫
像
（
室

町
時
代
）
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
彫
刻
の
春
日
明

神
立
像
は
女
性
の
姿
で
、
高
山
寺
の
絵
像
と
は
男

女
の
別
と
い
う
明
ら
か
な
相
違
が
あ
り
、
近
年
、

む
し
ろ
そ
の
容
姿
は
高
山
寺
に
伝
わ
る
善
妙
神
立

像
に
近
い
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
善
妙

神
に
つ
い
て
、
明
恵
は
、
海
の
向
こ
う
の
新
羅
に

由
来
す
る
華
厳
を
守
護
す
る
護
法
神
と
し
て
奉
祀

し
ま
し
た
。
紀
州
所
在
の
明
恵
に
関
連
す
る
寺
院

に
、
い
ま
な
お
示
唆
に
富
む
文
化
財
が
数
々
残
る

こ
と
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

明
恵
上
人
紀
州
八
所
遺
跡

明
恵
の
没
後
、
高
弟
・
喜
海
は
上
人
の
行
状
記

を
ま
と
め
、
紀
州
で
の
日
々
を
支
え
た
湯
浅
一
族

と
と
も
に
、
明
恵
の
生
誕
地
や
修
行
の
拠
点
に
卒

塔
婆
を
建
て
て
「
明
恵
上
人
紀
州
八
所
遺
跡
（
国

指
定
史
跡
）」
を
定
め
ま
し
た
。
行
状
記
に
加
え
、

高
山
寺
経
蔵
を
は
じ
め
と
す
る
典
籍
や
文
書
の
奥

書
な
ど
か
ら
は
、
各
拠
点
で
ま
と
め
た
著
作
や
、

湯
浅
一
族
の
た
め
の
祈
禱
の
よ
う
す
な
ど
、
紀
州

に
お
け
る
日
々
が
垣
間
見
え
て
き
ま
す
。
明
恵
上

人
ゆ
か
り
の
仏
画
や
仏
像
は
、
故
郷
で
重
ね
た
思

索
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
つ
の
で
す
。

喜
海
ら
が
嘉
禎
二
年
（
一
二
三
六
）
に
建
立
し

た
木
製
の
卒
塔
婆
は
、
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）、

弁
迂
と
湯
浅
一
族
に
よ
っ
て
石
造
卒
塔
婆
に
建
替

え
ら
れ
ま
し
た
。
今
日
も
七
か
所
の
遺
跡
で
そ
の

姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

春
日
・
住
吉
大
明
神
像　

高
山
寺
蔵

国
宝　

仏
眼
仏
母
像　

高
山
寺
蔵
（
写
真
パ
ネ
ル
で
展
示
予
定
）

重要文化財
善妙神立像　高山寺蔵

（写真パネルで展示予定）

湯浅町指定文化財
春日明神立像　施無畏寺蔵

1 吉原遺跡 有田川町歓喜寺字中越179

2 西白上遺跡 湯浅町栖原1465付近

3 東白上遺跡 湯浅町栖原1465付近

4 筏立遺跡 有田川町歓喜寺字西原1103

5 糸野遺跡 有田川町糸野字上人谷650-1

6 星尾遺跡 有田市星尾700付近

7 神谷後峰遺跡 有田川町船坂字聖人793-1

8 内崎山遺跡（町指定） 有田川町井口22-2

 歓喜寺 有田川町歓喜寺159

 施無畏寺 湯浅町栖原1465

 神光寺 有田市星尾700

 浄教寺 有田川町長田542

 勝楽寺 湯浅町別所165

1
32

4

5
8 76

施無畏寺

神光寺 浄教寺

歓喜寺

勝楽寺

※拝観・文化財の見学希望の際は
　寺院にお問い合わせください。
※勝楽寺拝観は団体のみ受付。

明恵上人の足跡～国指定史跡「明恵紀州遺跡率都婆」とゆかりの寺院～
承安３年 （1173） 有田郡石垣庄吉原村で誕生
養和元年 （1181） 神護寺の文覚・上覚に師事
建久６年 （1195） 神護寺を出て白上峰に結庵
建久７年 （1196） 仏眼仏母の前で右耳を切る
建久10年 （1199） 筏立で十六羅漢を夢に見る
建仁３年 （1203） 糸野で「華厳善知識念誦次第」
建仁３年 （1203） 星尾で春日明神の託宣
元久元年 （1204） 神谷へ 養父崎山良貞の最期
建永元年 （1206） 高山寺の地を賜る
承元４年 （1210） 崎山で「金師子章光顕鈔」
寛喜３年 （1231） 施無畏寺本堂を供養
貞永元年 （1232） 高山寺で示寂
嘉禎２年 （1236） 喜海、紀州八所遺跡発願
弘長２年 （1262） 星尾寺で大明神講
康永３年 （1344） 弁迂、石造卒塔婆に再建

出典：国土地理院ウェブサイト（https://maps.gsi.go.jp/vector/#11.445/34.128883/135.278837/&ls=vblank&disp=1&d=l）
　　　地理院タイル （白地図タイル）を加工して和歌山県立博物館が作成

史跡について調べる▶



江
戸
時
代
、
湯
浅
は
、
紀
伊
国
内
有
数
の
商

業
都
市
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
醤
油
醸
造
業
の

発
展
に
加
え
、
湯
浅
村
や
近
隣
の
栖す

原は
ら

村
か
ら

商
業
や
漁
業
に
携
わ
る
も
の
た
ち
が
、
江
戸
や

房
総
半
島
な
ど
関
東
に
も
進
出
し
、
故
郷
に
富

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

一
九
世
紀
に
な
り
、
日
本
の
各
地
で
豪
商
や

豪
農
ら
が
文
雅
を
嗜
み
、
江
戸
、
京
、
大
坂
の

三
都
の
文
人
た
ち

と
の
行
き
来
も
盛

ん
に
な
る
と
、
紀

伊
国
で
は
、
湯
浅

が
そ
の
中
心
と
な

り
ま
し
た
。
世
代

を
こ
え
て
京
や
江

戸
の
知
識
人
と
つ

な
が
り
を
も
っ
た

垣
内
氏
出
身
の
漢

詩
人
・
菊
池
海

荘
（
一
七
九
九
～

一
八
八
一
）
の
元

へ
は
、
各
地
の
文

人
が
訪
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
湯
浅
に

住
む
人
々
も
、
詩

人
結
社
で
あ
る
古こ

碧へ
き

吟ぎ
ん

社し
ゃ

の
活
動
を

は
じ
め
、
漢
詩
や

書
画
に
親
し
ん
だ

様
子
が
う
か
が
え

ま
す
。

商
都
と
し
て
繁
栄
し
、
裕
福
な
商
人
ら
が
文

芸
を
嗜
み
、
交
流
し
た
江
戸
時
代
の
湯
浅
は
、

浪
華
（
大
坂
）
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
地
方
都
市

で
あ
り
、「
き
の
く
に
の
小
浪
華
」
と
呼
ぶ
の

に
ふ
さ
わ
し
い
展
開
を
み
せ
ま
し
た
。

こ
の
展
覧
会
で
は
、
近
年
、
湯
浅
町
に
寄
贈

さ
れ
た
菊
池
家
史
料
を
は
じ
め
、
古
碧
吟
社
に

参
加
し
た
人
々
や
、
湯
浅
ゆ
か
り
の
絵
師
が
の

こ
し
た
書
画
を
中
心
に
展
示
し
、
湯
浅
に
お
け

る
文
芸
活
動
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

県
立
博
物
館
で
は
、
県
立
和
歌
山
工
業
高
等

学
校
、
和
歌
山
大
学
教
育
学
部
等
の
教
育
機
関

の
協
力
を
得
て
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
を
用
い
た
文

化
財
の
複
製
を
作
り
、
文
化
財
の
防
犯
や
防
災

の
対
策
へ
の
活
用
を
図
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化

や
人
口
減
少
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
管
理
や
保

全
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
寺
社
に
あ
る

文
化
財
を
博
物
館
で
保
管
し
、
か
つ
、
信
仰
さ

れ
て
き
た
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の
取
り
組
み

で
、平
成
二
四
年
度
か
ら
令
和
四
年
度
ま
で
に
、

県
内
二
〇
か
所
の
寺
社
に
三
六
体
の
「
お
身
代

わ
り
仏
像
／
神
像
」
を
安
置
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
二
二
年
に
発
生
し
た
連
続
六
〇
件
と
い

う
大
規
模
な
文
化
財
盗
難
被
害
に
端
を
発
す
る

こ
の
「
お
身
代
わ
り
仏
像
」
事
業
は
、
様
々
な

方
の
知
恵
と
力
に
支
え
ら
れ
、
継
続
し
て
き
ま

し
た
。
文
化
財
盗
難
対
策
へ
の
活
用
は
、
そ
れ

以
前
か
ら
、
県
立
博
物
館
が
県
立
和
歌
山
工
業

高
等
学
校
や
県
立
和
歌
山
盲
学
校
と
連
携
し
模

索
し
て
き
た
文
化
財
複
製
の
製
作
と
活
用
へ
の

取
り
組
み
の
延
長
線
上
で
も
あ
り
、
そ
の
試
行

錯
誤
の
過
程
に
は
、
他
の
博
物
館
に
お
け
る
複

製
活
用
の
多
様
な
可
能
性
の
ヒ
ン
ト
が
隠
れ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

春
特
別
展

き
の
く
に
の
小こ

浪な
に

華わ

－

湯
浅
ゆ
か
り
の
文
人
の
書
画

－

４
月
29
日
㈯
〜
６
月
18
日
㈰

お
身
代
わ
り
仏
像
製
作
記
録
集

発　

刊

も
ち
ろ
ん
、
信
仰
対
象
で
あ
る
仏
像
を
写
し

て
作
る
こ
と
、
複
製
を
安
置
す
る
こ
と
に
対
す

る
疑
問
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
け
れ
ど
も
、人
々

の
信
仰
が
積
み
重
な
っ
た
大
切
な
仏
像
や
神
像

は
、
地
域
の
歴
史
そ
の
も
の
。
我
々
人
間
よ
り

も
ず
っ
と
ず
っ
と
長
く
生
き
る
「
歴
史
の
証
人
」

と
し
て
の
文
化
財
と
、
そ
の
歴
史
を
つ
な
い
で

き
た
地
域
の
記
憶
を
、
と
も
に
継
承
し
て
い
く

た
め
の
連
携
事
業
と
な
っ
て
い
れ
ば
幸
い
で
す
。

複
製
を
製
作
す
る
の
は
、
和
歌
山
県
内
の
高

校
生
や
大
学
生
。
こ
の
貴
重
な
機
会
に
、
一
人
で

も
多
く
の
未
来
世
代
に
当
事
者
と
し
て
関
わ
っ

て
欲
し
い
と
考
え
、
令
和
四
年
度
の
製
作
で
は
、

複
製
の
着
色
を
県
内
高
等
学
校
の
美
術
部
に
依

頼
す
る
試
み
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
度
、
生
徒
た

ち
の
真
剣
な
ま
な
ざ
し
と
発
見
を
ま
と
め
た
「
お

身
代
わ
り
仏
像
製
作
記
録
集
」
を
発
刊
し
ま
す
。

極
楽
寺
に
奉
納
し
た
菩
薩
坐
像
の
お
身
代
わ
り
仏
像

細
野
阿
弥
陀
寺
・
阿
弥
陀
如
来
坐
像
の
お
身
代
わ
り
仏
像
を

着
色
す
る
県
立
向
陽
高
等
学
校
美
術
部
の
生
徒

菊
池
海
荘
像　

九
鬼
虚
白
作　

湯
浅
町
教
育
委
員
会
蔵

古
碧
吟
社
小
稿　

松
原
永
年
編　

湯
浅
町
教
育
委
員
会
蔵

花鳥図　池永柳潭筆　深専寺蔵

お身代わり仏像を手渡す県立和歌山
工業高等学校産業デザイン科およ
び県立笠田高等学校美術部の生徒



き
の
く
に
の
歩
み

－

人
び
と
の
生
活
と
文
化

－

4
月
1
日
㈯
～

　

10
月
1
日
㈰

12
月
5
日
㈫
～

　

3
月
31
日
㈰

３
万
年
に
わ
た
る
き
の
く
に
―
和
歌
山
県
の
歴
史
を
、
人
び
と
の
生
活
と
文
化
を
主
題
と
し

て
、
７
つ
の
コ
ー
ナ
ー
に
分
け
て
、
時
代
の
順
に
わ
か
り
や
す
く
展
示
し
ま
す
。
な
お
、
特
別

展
「
紀
州
・
明
恵
上
人
伝
」
の
開
催
期
間
中
は
、
常
設
展
示
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

川
と
と
も
に
生
き
る

－

川
と
人
の
関
係
史

－

3
月
11
日
㈯
～

　

4
月
23
日
㈰

人
々
は
、
川
か
ら
水
を
引
い
て
作
物
を
育
て
、
川
を
利
用
し
て
船
で
物
資
を
運
び
ま
し
た
。
一

方
、
川
の
水
を
め
ぐ
っ
て
争
い
、
大
水
（
洪
水
）
で
命
や
財
産
を
奪
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
歴
史
に
お
け
る
川
と
人
と
の
か
か
わ
り
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

き
の
く
に
の
小
浪
華

－

湯
浅
ゆ
か
り
の
文
人
の
書
画

－

4
月
29
日
㈯
～

　

6
月
18
日
㈰

商
都
と
し
て
繁
栄
し
、
裕
福
な
商
人
ら
が
詩
書
画
を
嗜
み
、
江
戸
を
は
じ
め
各
地
の
文
人
も
訪

れ
た
江
戸
時
代
の
湯
浅
は
、
浪
華
（
大
坂
）
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
地
方
都
市
で
し
た
。
湯
浅
ゆ

か
り
の
文
人
が
の
こ
し
た
書
画
を
中
心
に
展
示
し
、
文
雅
の
い
と
な
み
を
紹
介
し
ま
す
。

き
の
く
に
の
か
た
な

－

和
歌
山
県
立
博
物
館
の
赤
羽
刀

－

7
月
1
日
㈯
～

　

8
月
27
日
㈰

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
終
結
後
、
連
合
国
占
領
軍
に
よ
っ
て
接
収
さ
れ
、
東
京
都
北
区
赤
羽

の
米
軍
兵
器
補
給
廠
に
集
め
ら
れ
た
刀
の
こ
と
を
「
赤
羽
刀
」
と
呼
び
ま
す
。
平
成
11
年
に
国

か
ら
当
館
へ
譲
与
さ
れ
た
「
赤
羽
刀
」
43
点
を
、
初
め
て
全
て
展
示
し
ま
す
。

法
燈
国
師

9
月
2
日
㈯
～

　

10
月
1
日
㈰

法
燈
国
師
（
無
本
覚
心
）
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
に
活
動
し
た
禅
僧
で
、
現
在
の
由
良
町
に
西
方

寺
（
後
の
興
国
寺
）
を
開
き
、
紀
伊
半
島
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
ま
し
た
。
こ
の
企
画
展
で

は
、
法
燈
国
師
の
事
績
と
と
も
に
、
そ
の
弟
子
た
ち
の
動
向
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

紀
州
・
明
恵
上
人
伝

10
月
14
日
㈯
～

　

11
月
26
日
㈰

承
安
3
年
（
１
１
７
３
）
湯
浅
宗
重
女
を
母
と
し
て
生
ま
れ
た
明
恵
上
人
は
、
神
護
寺
や
高
山

寺
な
ど
で
活
躍
す
る
傍
ら
、
幾
度
も
紀
州
で
修
行
を
重
ね
、
故
郷
の
た
め
に
祈
り
を
捧
げ
ま
し

た
。
湯
浅
一
族
の
記
録
や
ゆ
か
り
の
芸
術
を
通
し
て
、
紀
州
の
明
恵
上
人
像
を
紐
解
き
ま
す
。

高
野
山
寺
領
の
村

12
月
16
日
㈯
～

　

2
月
12
日
㈪
㈷

江
戸
時
代
、
紀
伊
国
の
大
部
分
は
紀
伊
藩
領
で
し
た
。
し
か
し
、
中
世
か
ら
高
野
山
の
領
地
で

あ
っ
た
高
野
山
の
麓
の
一
部
は
、
江
戸
時
代
も
そ
の
ま
ま
高
野
山
寺
領
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

企
画
展
で
は
、
高
野
山
寺
領
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活
や
文
化
を
紹
介
し
ま
す
。

新
収
蔵
品
展

2
月
23
日
㈮
㈷
～

　

4
月
14
日
㈰

和
歌
山
県
立
博
物
館
で
は
、
和
歌
山
ゆ
か
り
の
文
化
財
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め
、
購
入
や

寄
贈
に
よ
っ
て
、
館
蔵
品
の
収
集
を
積
極
的
に
お
こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
以
降
に

収
集
し
た
館
蔵
品
を
中
心
に
、
和
歌
山
の
歴
史
を
語
る
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
の
展
覧
会

博物館の利用案内

交　　通 入　　館　　料

●和歌山市役所

至なんば

南海本線

至天王寺

至阪和道
和歌山I.C.

JR
和歌山線

至王寺
国道24号

国
道
42
号

けやき大通り

三年坂通り

和歌山県庁
●　

至大阪

至和歌山港

至
新
宮

至
新
宮

わかやま電鐵
貴志川線

J
R

き
の
く
に
線

J
R

阪
和
線

県
庁
前 和歌山城

南海
和歌
山市
駅

JR
和
歌
山
駅

和歌山県立博物館
和歌山県立近代美術館

至奈良
至大阪

JR和歌山駅または南海和歌山市駅から
「県庁前」（バス停）下車、徒歩２分

開館時間　午前９時30分～午後５時（入館は午後４時30分まで）
休 館 日　月曜日（祝休日の場合は翌平日）、年末年始。展示替え

や改修工事にともなって臨時休館する場合がありま
す。詳しくは博物館までお問い合せください。

駐 車 場

和歌山市内５館（和歌山県立近代美術館、和歌山県立博物館、和歌山市立博物館、和歌山城天守閣、
わかやま歴史館）の相互割引制度がありますので、是非ご利用ください。

〈常設展・企画展〉

一　般 大学生
個　　人 280円 170円
団　　体 230円 140円

※高校生以下、65歳以上、障害者手帳をお持ちの方、県
内に在学中の外国人留学生は無料です。

※企画展示室の展示替え期間中は常設展示のみとなります。

入館者 ２時間まで 無　　料
以後30分ごと 100円

※大型バスでご利用の場合はお問い合わせ下さい。

〈特別展 きのくにの小浪華－湯浅ゆかりの文人の書画－〉
〈常設展示も行っています〉

一　般 大学生
個　　人 520円 310円
団　　体 420円 250円

〈生誕８５０年記念特別展 紀州・明恵上人伝〉
〈常設展示は行っていません〉
一　般 大学生

個　　人 830円 520円
団　　体 680円 410円

まちなかの博物館・美術館をめぐろう！

和
歌
山
県
立
博
物
館
　
博
物
館
だ
よ
り
　
第
28
号

編　

集　

和
歌
山
県
立
博
物
館

　

〒
６
４
０

－

８
１
３
７　

和
歌
山
市
吹
上
一
丁
目
４
番
14
号

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
７
３
）
４
３
６

－

８
６
７
０

　

https://hakubutu.w
akayam

a.jp

　
　
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
（
２
０
２
３
年
）
３
月
発
行

◆
博
物
館
で
は
、
主
要
な
作
品
を
イ
ヤ
ホ
ン
式
ガ
イ
ド
機
で
解
説
す
る
音
声
ガ
イ

ド
を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。（
一
般
２
０
０
円
、
高
校
生
以
下
１
１
０
円
）。

　

常
設
展
に
つ
い
て
は
、
上
級
コ
ー
ス
・
英
語
版
も
あ
り
ま
す
。

◆
博
物
館
で
は
、
学
校
行
事
で
の
利
用
は
も
ち
ろ
ん
、
職
場
体
験
や
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア·

教
員
研
修
な
ど
、
学
校
と
連
携
し
た
教
育·

普
及
活
動
に
も

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
詳
し
く
は
当
館
学
芸
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
案
内
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

U
RL https://hakubutu.w

akayam
a.jp

企
画
展
「
石
ノ
ウ
エ
ニ
描
ク
　
石
版
画
と
作
り
手
た
ち
の
物
語
」

	
4
月
22
日
㈯
～
7
月
2
日
㈰

企
画
展
「
な
つ
や
す
み
の
美
術
館
13
」	

7
月
11
日
㈫
～
9
月
10
日
㈰

特
別
事
業
「
ト
ラ
ン
ス
ボ
ー
ダ
ー
　
和
歌
山
と
移
民
と
ア
メ
リ
カ
美
術
」

	

9
月
30
日
㈯
～
11
月
30
日
㈭

特
別
展
「
原
勝
四
郎
展
」	

10
月
7
日
㈯
～
12
月
3
日
㈰

お知らせ

和
歌
山
県
立
近
代
美
術
館（
博
物
館
と
な
り
）の
展
覧
会

常設展企画展企画展企画展企画展 特別展生誕850年
記念
特別展

夏休み
子ども向け
企画展


